　　
通信　「所長のつぶやき」

第１９回　お花畑と言われても　
　（１）「戦力の放棄」
　 ９月は敬老の日、老人週間があります。高齢者に敬意を払って大切にしましょうという月です。ところが、最近は高齢者が虐げられているような気がします。「現役世代の負担を軽くする」ということで、医療や介護の費用を切り詰めようとしています。物価はどんどんと上がるのに、それに見合う年金の増額はありません。自分たちが現役世代の頃にはきちんと税金も社会保険料も払っていたのになあと思ってしまいます。
1970年代に国会で、「我が国は武器を売って儲けないといけないほど落ちぶれていない」と答弁した　大臣がいたそうです。もちろん自民党の方です。そして、今、どうでしょう。この国は、武器＝人殺しの道具まで売らないといけないほど落ちぶれてしまったということなんでしょうかね。
　　　日本国憲法は、憲法を守らないといけないのは裁判官（司法）、国会議員（立法）、大臣などの公務員（行政）としています。一般の国民には「守りなさい」とは言っていません。つまり、国民が国の運営に携わっている人たちに約束した決まりが日本国憲法です。ですから、総理大臣や国会議員が「憲法を変えましょう」ということは間違っています。憲法を守らない人に「憲法を変えましょう」なんていう資格はありません。
　　　1947年（昭和22年）に、文部省が中学１年生を対象に作製した『新しい憲法の話』という小冊子があ　ります。この「戦争の放棄」の項に次のように記載しています。
　　　「（前略）今度の憲法では、日本の国が、けっして２度と戦争をしないように、二つのことを決めました。その一つは、兵隊も軍隊も飛行機も、およそ戦争をするためのものは、一切持たないということです。これから先、日本には、陸軍も海軍も空軍もないのです。これは戦力の放棄といいます。『放棄』とは『捨ててしまう』ということです。しかし、皆さんは、けっして心細く思うことはありません。日本は正しいことを、先に行ったのです。世の中に正しいことぐらい強いものはありません。」
　　　「もう一つは、よその国と争いごとが起こったとき、けっして戦争によって、相手を負かして自分の言い分を通そうとしないということを決めたのです。穏やかに相談をして決まりをつけようというのです。なぜならば、戦を仕掛けることは、結局、自分の国を滅ぼすようなはめになるからです。（後略）
　　　また、「国際平和主義」の項には、次のように記載されています。
　　 「（前略）自分の国のことばかりを考え、自分の国のためばかりを考えて、他の国の立場を考えないでは世界中の国が、仲良くしていくことはできません。世界中の国が、戦をしないで、仲良くやっていくことを、国際平和主義といいます。（後略）」
（２）焼け野原よりもお花畑を
　　　第２次世界大戦の大きな犠牲の上に作られた日本国憲法、素晴らしい内容だと思いませんか。　しかし、この「戦争放棄」や「平和主義」について、「お花畑」と揶揄する人たちがいます。理想ばかりを言って現実から目を背けているということでしょうか。　戦争が起こったら簡単には止められないということ、沢山の人たちが殺されたり、障害者になったり、住む家を失ったりと大きな犠牲を伴うことは、ウクライナ、ガザ、イランなどの戦争で身近に感じたと思います。戦争は「焼け野原」を作ります。焼け野原よりお花畑の方がいいに決まっています。　憲法９条を変えようとする動きがありますが、「お花畑」を守るため、私は最後まで反対します。　　　　　筆者：志水克典（岡山ライトハウス点字出版所　所長、元岡山県立岡山盲学校教頭）
